
令和２年１０月１日 
 
学芸員資格取得希望者へ 
 

                  文学部教務学生係 
 

令和３年度開講「博物館実習Ｂ」の履修登録について 
 

  このことについて，下記の要件に該当する者は令和２年１１月２日(月）～

２０日(金）までに必ず，教務学生係に履修希望の旨、メールにてご連絡くだ

さい。上記の期間内に手続きを行わなかった者は「博物館実習Ｂ」の履修を

認めません。 
博物館実習Ｂの詳細については，来年の５月以降に掲示にてお知らせしま

す。 
 

記 
 
１ 令和４年３月卒業予定者のうち，学芸員資格の取得を希望する者。 
２ 博物館実習Ｂを受講するまでに博物館実習Ａを修得しておくこと。 
 
【履修登録方法】 
メールにて教務学生係に下記の通り連絡してください。 
・メール件名 ：「令和３年度博物館実習履修登録について」 
・メール本文 ：「氏名」、「学籍番号」、「美術系・歴史系区分」 

「博物館実習 B 履修希望」を明記 
・メール送付先：lkyomu@lit.kobe-u.ac.jp (文学部教務学生係) 
 

mailto:lkyomu@lit.kobe-u.ac.jp


令和２年１０月１日 

 

学芸員資格取得希望者各位 

 

文学部教務学生係 

 

令和３年度開講「博物館実習Ｃ」の履修登録について 

 

  このことについて，下記の要件に該当する者は令和２年１１月２日(月）～

２０日(金）までに必ず「博物館実習Ｃ履修登録願」を教務学生係にメール提

出してください。 

登録は実習を含めたすべての学芸員関連科目を履修することを前提としま

す。特に，実習は原則として遅刻・欠席は認められないので，留意すること。 

 上記の期間内に手続きを行わなかった者は「博物館実習Ｃ」の履修を認め

ません。 

 

記 

 

１ 令和４年３月卒業予定者のうち，学芸員資格の取得を希望する者。 

２ 令和３年の主に夏休み中に実施される博物館実習(約１週間)及びその前

後に実施される事前事後実習の受講が可能であり，また，資格取得に必要な

単位を卒業までに取得可能であること。 

 

【履修登録方法】 

 メールにて教務学生係に下記の通り連絡してください。 

 ・メール件名 ：「令和３年度博物館実習履修登録について」 

 ・メール本文 ：「氏名」、「学籍番号」、「美術系・歴史系区分」 

「博物館実習 C履修希望」を明記 

 ・添付資料  ：記入済の「博物館実習 C履修登録願」 

 ・メール送付先：lkyomu@lit.kobe-u.ac.jp (文学部教務学生係) 

mailto:lkyomu@lit.kobe-u.ac.jp


令和３年度開講「博物館実習Ｃ（館園実習）」履修登録について 
 
  令和４年３月卒業予定者で令和３年度に「博物館実習Ｃ（館園実習）」を希望する者は，下記の

とおり手続を行ってください。 
 但し，受入れ決定後，必要修得単位の不足や就職活動のために実習を辞退した場合，実習施設に

多大な迷惑をかけることになるので，確実にかつ，真面目に実習に参加できる者のみ履修登録を行

ってください。 
                                      記 
 

履修登録願提出期間  ：  令和２年１１月２日（月）～２０日（金）まで 
 
［注意事項］ 
 １．近年は他大学から参加の実習生が増加しているため，文学部として斡旋できる人数は京阪神

地区の諸施設で２０名程度にとどまっており，各施設の受入れ可能人数に対し、希望者がこれ

を上まわった場合には，実習が行えない場合もあるので留意してください。また，必ずしも希

望施設で実習が受けられるとは限りません。 
 ２．実習はできる限り京阪神地区の施設で行っていただきますが，実施できない状況に備えて，

出身地の近くに実習可能な博物館等がある場合には，実習受入れの可否を確認しておいてくだ

さい。 
 ３．実習先の割振りは登録者の希望と所属専修，居住地等を考慮して令和３年５月頃に行います。

割振りについては文学部に一任していただきます。 
 ４．実習時には，実習経費の自己負担が必要な場合がありますので留意願います。 
 ５．履修登録後，自己都合によりやむを得ず，登録を取下げる場合は，速やかに書面（様式任意）

で辞退理由を明記のうえ文学部長宛に届出てください。また，実習先が決定後に自己都合によ

りキャンセルした場合は，新たな実習先の斡旋はできないのでご承知おき願います。 
 ６．夏休み期間中に実習を実施することが多いので，予定を空けておいてください。 
     ただし，一部の施設では夏休み前(７月)や後期(１１月)に実施するところもあるので，その

場合は実習期間決定後，各自で授業欠席の旨を申し出て授業担当教員の承諾を得ておくこと。 
 
［参考］近年の京阪神地区の受入施設，( )内の数字は昨年度の受入実績数を示す。 
   神戸市内 ････ 兵庫県立美術館(２)※美術史学専修のみ受入れ，白鶴美術館(１)， 

神戸市立博物館(２),神戸大学海事博物館(４) 
   阪神間  ････ 芦屋市立美術博物館(２)，西宮市立大谷記念美術館(０) 
   大阪市内 ････ 大阪城天守閣(日本史学専修優先, １)，大阪市立美術館(２) 

その他   ････ 大和文華館(３)，明石市立文化博物館(０)，兵庫県立歴史博物館(０), 
              京都文化博物館(１) 

 
   ※ 殆どの実習施設は，受入れ枠が１～３名のため，希望に添えるとは限りません。 
   希望以外の実習先に割振られる場合もあるので，あらかじめ了承願います。   


